


太陽光発電とは？太陽光発電とは？
太陽光発電の仕組みってどうなってるの？

太陽光発電とは、「太陽電池」を使用
して、太陽の光エネルギーを電気
に変換して利用する発電方式です。
「電池」と付いていますが、電気を蓄
電する機能はありません。太陽光電
池には、プラスとマイナスを帯びた
シリコン半導体を張り合わせいます。
太陽から降り注ぐ「光エネルギー」が
「太陽電池」の半導体に当たると、
太陽電池を構成している半導体の
電子が動き、電気を発電します。

太陽光を利用するため、資源枯渇の心配が
ない。発電時に二酸化炭素を排出しない。
火力発電のようにエンジンやタービンなど
の稼働部分がないため、故障が発生しに
くく、管理がしやすい。

大量の電気を作るためには、広大な土地
が必要になる。
雨や曇りの日、夜間は発電できないなど、
自然条件に左右される。

地球クラブはこだわっています !

2015年山形県東根市の地域住民によって設置・運営され
ています。収益は出資者や地元農産物の買取に充てられ
ています。さらに、災害時の電源利用として、近隣の３つの
自治会と協定を交わしています。

コープみらいの組合員さんへ約３０種類の野
菜をお届けしています。収穫祭などのイベン
トを通じて、生産者と消費者の交流も取り
組んでいます。
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どのくらい発電できるの？

みんなの手で作った発電所
さくらんぼ市民共同発電所：出力規模49．14ｋW

電気も野菜も地産地消

光エネルギーがシリコン半導体に当たり、
半導体の電子が動き電気を発電

光エネルギー

産直産地の取り組み
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環境配慮・産地・持続性・地域への循環性など様 な々観点を総合的に判断して、電源調達を行っております。
そんなこだわりの太陽光発電所の一部をご紹介します。

埼玉産直センター：出力規模１８４ｋW（4か所合計）

電力供給

農作物 太陽光電力
埼玉産直センター
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 約191世帯分※の
年間使用電力を発電

※1時間に1,000kWを発電。年間利用率12%で算出。4人家族での平均年間消費電力量約5,500kWhで換算。

1年間発電
すると… 長所

短所


